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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

宇
和
島
商
工
会
議
所
　
会
頭

有　

間　

義　

恒

　

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
会
議
所
運
営

に
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
年
頭

に
あ
た
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
日
の
能

登
半
島
地
震
、
４
月
に
は
宇
和
島
市
で
も
震
度
５

強
の
地
震
が
発
生
し
た
他
、
全
国
各
地
で
の
豪
雨

災
害
と
、
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
大
変

痛
ま
し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
大
谷
選
手
の
記
録
に
も
記

憶
に
も
残
る
大
活
躍
や
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
勢
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
に
お
い
て
は
、
感
染
症
か
ら
の
回
復

基
調
が
進
む
一
方
で
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
原
材

料
価
格
の
高
騰
、
歴
史
的
な
円
安
に
よ
る
コ
ス
ト

増
加
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
よ

り
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

当
所
管
内
で
も
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
や
後

継
者
問
題
が
、
引
き
続
き
課
題
と
し
て
顕
在
化

し
て
お
り
、
多
く
の
会
員
事
業
所
が
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
奮
闘
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
当
所
で
は
愛
媛
県
や
宇

和
島
市
、
近
隣
商
工
会
と
連
携
し
、
移
住
定
住
促

進
の
支
援
、
若
年
労
働
者
の
離
職
防
止
と
人
材
育

成
を
目
的
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
『
う
わ
じ
ま

ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
®
２
０
２
４
ｗ
ｉｔ
ｈ
ホ
リ

バ
タ
』（
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
）
事
業
を
30
名
の
参

加
者
を
集
め
現
在
開
催
中
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
ど
楽
し
く
学
べ
る
場
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
融
の
斡
旋
、
各
種
補
助
金
等
の
迅
速

な
情
報
発
信
や
、
専
門
家
派
遣
相
談
、
経
営
に
役

立
つ
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
実
施
な
ど
、
さ
ら
に
、

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
と
し
て
は
、
昨
年
10

月
に
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｆ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｘ
関
西
２
０
２
４
」
の
出
展
に
同
行
し
、
商

談
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
域
外
需
要
開
拓
支
援
も
行
っ

て
お
り
、
会
員
事
業
所
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
常

に
心
掛
け
、
総
合
的
な
経
営
支
援
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
の
一
環

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
い
で
利
用
す
る

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
『
ジ
ョ
ブ
カ
ン
』
を
会
員
事

業
所
特
別
価
格
で
推
奨
し
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の

業
務
効
率
化
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

　

令
和
７
年
、
宇
和
島
市
は
合
併
20
周
年
を
迎

え
、
昨
年
末
に
は
新
伊
達
博
物
館
建
設
の
落
札
業

者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
２
８
年
春
、
完

成
に
向
け
、
宇
和
島
城
を
中
心
と
し
た
観
光
ル
ー

ト
や
広
域
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
需
要
獲
得
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
宇
和
島
の
歴
史
・
文
化
・
食

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
を
、
官
民
一
丸
と
な
り
、

「
オ
ー
ル
う
わ
じ
ま
」
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

需
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
乙き

の
と
み巳
で
あ
り
、「
努
力
を
重
ね
成

長
し
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
年
」
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
商
店
街
を
含
む
中
心
市
街

地
や
賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
活
気
あ
ふ

れ
る
１
年
に
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
約

１
９
０
０
事
業
所
会
員
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

古
田
敦
也
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

～
創
立
１
１
０
周
年
記
念
～

　

11
月
４
日
（
月
・
振
休
）、
宇
和
島
市

営
闘
牛
場
に
て
宇
和
島
商
工
会
議
所
創
立

110
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師

は
、
プ
ロ
野
球
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
の
元
選
手
で
監
督
も
務
め
た
野
球
解
説

者
古
田
敦
也
氏
。
会
員
事
業
所
や
市
民
、

関
係
者
ら
約
９
０
０
人
を
前
に
、
自
身
の

野
球
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
挑
戦
し
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

古
田
氏
の
父
親
は
鬼
北
町
出
身
で
あ

り
、
ま
た
現
役
時
代
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
で
２
千
本
安
打
を
達
成
す
る
な
ど
、

愛
媛
県
と
は
縁
が
深
い
。

　

講
話
で
は
、
大
学
や
社
会
人
野
球
時
代

の
挫
折
や
挑
戦
、
選
手
時
代
の
野
村
監
督

に
学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
語
り
、
時
に
は
面
白
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
る
な
ど
会
場
で
は
笑
い
が

起
こ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

▲ユーモアを交えながら、自身の野球人生について語る古田氏 ▲会員事業所や市民、関係者ら多くの方に来場いただいた。

▲正副会頭との記念写真



3 商 工 会 議 所 は 挑 戦 す る 企 業 を 応 援 し ま す

　

１
月
６
日
㈪
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
宇

和
島
市
役
所
２
階
大
会
議
室
に
て
開
催
し

た
。
同
交
歓
会
は
、
関
係
機
関
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
当
所
が
主
催
す
る
会
で
、
今

回
で
12
回
目
の
開
催
と
な
る
。
当
日
は
来

賓
を
含
め
、
農
・
漁
協
関
係
者
の
ほ
か
政

財
界
な
ど
各
方
面
か
ら
約
２
０
０
名
の

方
々
が
出
席
し
、
共
に
新
年
を
祝
っ
た
。

　

有
間
会
頭
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨

拶
、
乾
杯
を
行
い
、「
せ
〜
の
！
」
の
掛
け

声
で
お
祝
い
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
開
花
。
今
年

の
干
支
は
乙き
の
と
み巳
で
あ
り
、「
努
力
を
重
ね
、

物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う
年
と

言
わ
れ
て
い
る
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
　
開
催▲主催者挨拶をする有間会頭▲�「せ～の！」の掛け声で

　お祝いのクラッカーを開花

　

会　
　

頭

有
間
　
義
恒　

㈱
ア
リ
ッ
ク
ス

　

副　
会　
頭

清
家
　
幹
広
　
㈱
か
ど
や

村
重
　
　
敦
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

木
和
田
権
一
　
㈱
宇
和
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

専
務
理
事

岩
村
　
保
昌

　

常
議
員

石
川
　
英
二
　
㈱
ト
キ
ワ
電
気

上
田
一
之
介
　
㈱
大
介

上
田
一
之
介
　
㈱
上
田

岡
　
　
兵
典
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

奥
田
　
賢
司
　
㈱
宮
田
建
設

織
田
　
哲
也
　
四
国
電
力
㈱
愛
媛
支
店
営
業
部

　
　
　
　
　
　
宇
和
島
営
業
所

河
田
　
剛
治
　
㈲
宇
和
島
第
一
ホ
テ
ル

清
家
　
達
也
　
㈱
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

戸
田
　
和
宏
　
㈱
丸
之
内

西
崎
　
政
吉
　
西
崎
石
油
㈱

二
宮
　
一
之
　
㈱
宇
和
島
商
会

野
本
　
政
孝
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

濱
口
　
正
和
　
四
国
ガ
ス
㈱
宇
和
島
支
店

濱
田
　
竜
也
　
宇
和
島
信
用
金
庫

兵
藤
康
太
郎
　
南
豫
通
運
㈱

松
浦
　
　
洋
　
㈱
松
浦
設
計

三
原
　
浩
司
　
み
は
ら
洋
品
店

村
上
　
髙
志
　
㈱
シ
ン
ツ

山
口
　
博
規
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

芳
谷
　
圭
一
　
㈱
王
子
屋

渡
部
　
慎
二
　
㈱
伊
予
銀
行
宇
和
島
支
店

渡
辺
　
直
人
　
㈱
フ
ジ

　
　
　
　
　
　

フ
ジ
グ
ラ
ン
北
宇
和
島

渡
辺
　
　
稔
　
㈱
愛
媛
銀
行
宇
和
島
支
店

　

監　
　

事

伊
勢
家
勝
正
　
㈱
伊
勢
屋
商
店

土
居
　
大
輔
　
伊
豫
貨
物
自
動
車
㈱

藤
井
　
博
史
　
㈲
藤
井
経
営
研
究
所

　

議　
　

員

浅
田
　
春
雄
　
㈱
浅
田
組

安
達
　
三
郎
　
安
達
三
郎
税
理
士
事
務
所

石
丸
　
敏
光
　
㈲
ほ
づ
み

稲
葉
　
雄
二
　
ア
イ
ネ
ツ
㈱

井
上
　
和
彦
　
井
上
塗
装
工
業
㈱

井
上
　
貴
博
　
㈲
ア
ポ
ト
ラ
イ

大
久
保
啓
介
　
西
日
本
電
信
電
話
㈱
四
国
支
店

小
野
　
仁
志
　
㈱
丸
之
内
石
材
流
通
セ
ン
タ
ー

金
子
　
泰
久
　
㈱
カ
ネ
コ

亀
岡
　
泰
治
　
㈱
亀
和
建
設

久
德
壮
一
郎
　
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
モ
ア

菅
原
　
佳
子
　
㈲
菅
原

鈴
木
　
和
幸
　
㈱
西
部
包
装

高
木
　
真
治
　
四
国
電
力
送
配
電
㈱
宇
和
島
支
社

髙
平
　
光
宣
　
㈲
髙
平
屋

竹
内
　
智
史
　
㈱
南
予
ビ
ー
ジ
ョ
イ

立
花
　
達
典
　
㈲
立
花
仏
壇
店

橘
　
　
泰
弘
　
南
予
生
コ
ン
㈱

田
中
　
忠
助
　
㈱
田
中
蒲
鉾
本
店

谷
川
　
太
一
　
㈱
谷
川
商
会

玉
留
　
　
一
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

中
畑
　
健
右
　
一
若
建
設
㈱

中
村
　
悦
子
　
㈲
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
宇
和
島

中
村
　
匡
史
　
㈲
中
村
設
備

永
田
　
幸
子
　
永
田
幸
子
税
理
士
事
務
所

二
宮
　
正
行
　
㈱
二
宮
工
務
店

畑
中
　
貴
博
　
㈱
ほ
け
ん
ラ
ボ

葊
瀨
　
　
了
　
鶴
島
自
動
車
整
備
㈱

松
爲
　
教
輔
　
名
門
サ
カ
イ
㈱

松
本
　
和
也
　
㈲
四
国
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス

松
本
　
邦
夫
　
㈲
マ
ツ
モ
ト
ハ
ウ
ス

丸
木
　
良
文
　
シ
ン
ツ
石
油
㈱

三
浦
　
幹
夫
　
㈱
宇
和
島
衛
生
社

三
原
　
英
人
　
三
原
産
業
㈱

森
田
　
雄
太
　
愛
和
観
光
㈱

山
下
　
修
史
　
南
興
建
設
㈱

山
下
　
英
喜
　
佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
営
業
所

山
本
　
照
子
　
盛
運
汽
船
㈱

渡
辺
　
　
徹
　
㈲
ダ
イ
コ
ク

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
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▲�優勝された大森隆夫さん（大森商
店）に賞品とトロフィーを授与

▲�スタート前 有間会頭と宿毛商工会議所
立川会頭（右から2人目）ら皆さんと

▲髙橋県連会頭による挨拶

▲大臣表彰を受ける山本照子氏

▲神田京子氏による記念講演

　

11
月
16
日
㈯
、
宇
和
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
て
第
12
回
会
員
交
流
・
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
た
。
同
大
会
は
、
当
所

会
員
事
業
所
の
役
員
（
経
営
者
）
並
び
に

従
業
員
を
対
象
と
し
、会
員
の
健
康
増
進
、

会
員
同
士
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
88
名
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

前
日
ま
で
雨
の
予
報
が
出
て
い
た
が
、

当
日
は
幸
い
曇
り
空
と
な
り
、
無
事
に

プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
ス
ー
パ
ー

シ
ョ
ッ
ト
が
数
多
く
見
ら
れ
、
ド
ラ
コ
ン

賞
や
ニ
ア
ピ
ン
賞
を
次
々
と
手
に
す
る
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
賛
に
よ
り
、

豪
華
な
賞
品
を
多
数
ご
用
意
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
対
し
て
、
改
め
て

深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

【
成
績
】

優
　
勝　

大
森　

隆
夫
さ
ん　

大
森
商
店

第
二
位　

松
村　

結
城
さ
ん　

ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
壇

第
三
位　

二
宮　

辰
行
さ
ん　
ニ
ノ
タ
ツ
フ
ァ
ー
ム

真
剣
勝
負
の
中
に
笑
顔
あ
り
！
ゴ
ル
フ
で
繋
が
る
会
員
の
絆

第
12
回
　
会
員
交
流
・
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

【
協
賛
企
業
】

㈱
ア
リ
ッ
ク
ス
、
㈱
伊
予
銀
行
宇
和
島
支

店
、
宇
和
島
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、
宇
和

島
自
動
車
㈱
、
宇
和
島
信
用
金
庫
、
㈱
宇

和
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
㈱
愛
媛
銀
行
宇
和

島
支
店
、㈱
王
子
屋
、海
鮮
居
酒
屋
が
い
や
、

㈱
か
ど
や
、
キ
ッ
チ
ン 

ダ
ー
リ
ン
、
シ
ン

ツ
石
油
㈱
、す
し
え
も
ん
、㈲
立
花
仏
壇
店
、

㈱
田
中
蒲
鉾
本
店
、
田
中
不
動
産
㈱
、
ト

ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
西
四
国
㈱
西
南
営
業
所
、
㈲

中
村
設
備
、
㈱
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
、
㈱
フ
ジ
、
㈱
ほ
け
ん
ラ
ボ
、
㈲
ほ
づ
み
、

㈲
丸
忠
、
㈱
宮
田
建
設
、
ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
壇

・ 

広
域
交
通
基
盤
の
整
備
及
び
大
規
模
災
害

に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

・ 

商
工
会
議
所
の
体
制
・
機
能
の
強
化
に
つ

い
て

愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
被
表
彰
者

〔
県
連
会
頭
表
彰
〕

【
役
員
・
議
員
】

●
在
任
30
年

　

議　

員　
　
　
　
　
　

三
浦　

幹
夫 

氏

●
在
任
20
年

　

常
議
員　
　
　
　
　
　

戸
田　

和
宏 

氏

　

常
議
員　
　
　
　
　
　

松
浦　

洋 　

氏

　

議　

員　
　
　
　
　
　

松
爲　

教
輔 

氏

【
常
勤
役
員
・
職
員
】

●
在
職
10
年

　

地
域
振
興
主
事　
　
　

吉
田　

季
穂
子 

〔
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
〕

【
大
臣
表
彰
】

●
国
土
交
通
大
臣
表
彰　

山
本　

照
子 

氏

企
業
支
援
の
拡
充
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を

第
71
回
愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
・
５
議
題
を
決
議

　

第
71
回
愛
媛
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
が
、

11
月
15
日
㈮
、
今
治
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
県
下
９
商
工
会
議
所
の
役
員
・

議
員
が
出
席
し
、
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
、

賀
状
贈
呈
の
後
、
５
つ
の
提
出
議
題
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
案
審
議
終
了
後
、「
神
田
京
子
独

演
会
〜
届
け
‼
１
０
０
０
０
人
に
伝
え
る
『
渋

沢
栄
一
伝
』
〜
」
と
い
う
演
題
で
、
女
流
講

談
師
の
神
田
京
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
た
。

【
議
員
大
会
で
採
択
さ
れ
た
議
案
】

・ 

人
口
減
少
対
策
の
強
化
と
中
小
企
業
の
人

材
確
保
に
つ
い
て

・ 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
企
業
支
援

の
拡
充
に
つ
い
て

・ 

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
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國
松
絵
梨
奈
　
㈱
ア
リ
ッ
ク
ス

村
山
　
治
喜
　
㈱
ア
リ
ッ
ク
ス

水
谷
　
真
由
　
㈱
五
百
木
屋

土
居
　
綾
子
　
㈱
五
百
木
屋

菊
田
　
　
樹
　
一
若
建
設
㈱

大
内
　
美
佳
　
社
会
保
険
労
務
士
法
人

　
　
　
　
　
　
岡
部
経
営
労
務
管
理
事
務
所

岡
部
　
志
保
　
社
会
保
険
労
務
士
法
人

　
　
　
　
　
　
岡
部
経
営
労
務
管
理
事
務
所

篠
崎
　
晴
彦
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

鈴
村
　
孝
仁
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

大
塚
　
勝
心
　
㈱
ガ
イ
ヤ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

山
口
　
直
子
　
㈱
カ
ネ
コ

竹
田
　
一
生
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

中
出
信
比
人
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

氏
原
栄
一
郎
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

亀
井
　
孝
明
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ
ラ
イ
ン

堀
江
　
勇
気
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ
ラ
イ
ン

永
田
　
ふ
み
　
永
田
幸
子
税
理
士
事
務
所

三
浦
　
将
人
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

森
田
　
真
由
　
㈱
マ
エ
ダ

白
石
　
雄
大
　
㈱
マ
エ
ダ

松
浦
　
翔
平
　
三
原
産
業
㈱

久
保
田
江
里
　
三
原
産
業
㈱

細
川
　
澄
代
　
三
原
薬
品
㈱

山
岡
　
末
茂
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

増
田
　
理
佳
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

大
塚
　
宥
汰
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

兵
頭
　
洋
志
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

梅
田
　
祥
吾
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

濱
田
　
一
弥
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

山
内
　
達
史
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

◎
勤
続
20
年
以
上
（
22
名
）

上
谷
由
香
利
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

中
田
　
朱
美
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

菊
池
　
　
豊
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

中
元
　
忠
雄
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

岡
田
　
由
花
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

中
村
　
絹
代
　（
社
福
）宇
和
島
済
美
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
宇
和
島
済
美
保
育
園

岡
本
　
昭
洋
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

西
村
　
和
博
　
宇
和
島
自
動
車
㈱

兵
頭
　
泰
介
　
㈱
カ
ネ
コ

中
川
　
倉
三
　
㈱
カ
ネ
コ

衛
藤
　
伸
幸
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

藤
原
　
英
治
　
㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

赤
松
　
奈
美
　
㈲
菅
原

山
下
真
季
子
　（
社
福
）創
幸
会　

尾
串
保
育
園

福
永
　
　
聡
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

谷
畑
　
誠
弥
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

植
木
　
將
夫
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

沖
中
　
　
収
　
㈱
ダ
イ
ニ
チ

角
藤
　
勇
樹
　
㈱
マ
エ
ダ

宮
下
　
和
隆
　
三
原
産
業
㈱

篠
田
　
政
広
　
三
原
産
業
㈱

藤
川
　
真
美
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

◎
勤
続
10
年
以
上
（
36
名
）

中
尾
　
優
耶
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

二
宮
　
義
和
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

酒
栄
こ
と
み
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

佐
藤
　
成
子
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

西
澤
　
弘
子
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

新
田
美
由
紀
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

◎
勤
続
40
年
以
上
（
11
名
）

住
田
　
桂
子
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

宮
本
　
英
治
　
　
㈱
ア
リ
ッ
ク
ス

天
津
か
ほ
る
　
　
㈱
五
百
木
屋

山
下
　
る
み
　
　
㈲
井
上
真
珠
店

河
野
　
　
勝
　
　
ウ
ワ
ジ
マ
空
調
㈱

角
藤
　
和
良
　
　
佐
川
印
刷
㈱

中
川
　
裕
亀
　
　
佐
川
印
刷
㈱

山
中
　
益
生
　
　
佐
川
印
刷
㈱

酒
井
　
　
淳
　
　
佐
川
印
刷
㈱

木
下
　
　
聡
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

松
本
　
心
一
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

◎
勤
続
30
年
以
上
（
17
名
）

森
岡
　
千
歳　
　

愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

林
　
　
謙
吾
　
　
愛
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
㈱

土
居
　
　
守
　
　
一
若
建
設
㈱

清
家
　
達
也
　
　
一
若
建
設
㈱

山
本
　
善
治
　
　
一
若
建
設
㈱

二
宮
　
吉
博
　
　
一
若
建
設
㈱

加
藤
　
チ
ズ
　
　
㈲
井
上
真
珠
店

藤
堂
　
和
江
　
　
イ
ヨ
ス
イ
㈱

宇
都
宮
照
男
　
　
イ
ヨ
ス
イ
㈱

渡
辺
　
茂
樹
　
　
㈱
シ
ン
ツ

松
本
美
奈
子
　
　
㈱
シ
ン
ツ

山
村
　
久
二
　
　
㈱
シ
ン
ツ

山
田
　
理
香
　
　
シ
ン
ツ
石
油
㈱

斧
　
　
聡
子
　
　
㈲
菅
原

濱
野
　
博
之
　
　
㈱
富
士
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

神
森
　
直
人
　
　
三
原
産
業
㈱

佐
竹
一
二
三
　
　
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ

・・・　長　年　の　功　績　を　讃　え　て　・・・

優 良 従 業 員
86名　を　表　彰　！

11月22日、令和６年度優良従業員表彰式を当商工会館で開催。
この表彰式では、会員事業所に永年勤続し、産業発展に貢献してきた従業員を表彰している。

今回は、事業所から推薦のあった86名が晴の表彰を受けた。
受賞者は以下のとおり。（敬称略）
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全
国
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル

宇
和
島
大
会
を
開
催

　

11
月
３
日
㈰
、『
２
０
２
４
年
全
国
そ

ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
』（
日
本
珠
算
連
盟
・

宇
和
島
地
区
珠
算
連
盟
共
催
）
宇
和
島

大
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
各
地
で
地
方

大
会
を
行
い
、
部
門
別
の
上
位
入
賞
者

が
全
国
審
査
さ
れ
、日
本
一
を
決
定
す
る
。

　

宇
和
島
地
区
で
は
50
名
が
参
加
し
、

日
本
一
を
目
指
し
た
。
当
地
区
大
会
の

レ
ベ
ル
は
高
く
、
毎
年
部
門
別
ベ
ス
ト

100
位
の
入
賞
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

当
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
金
賞
を

受
賞
し
た
生
徒
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
宇
和
島
大
会　

金
賞
受
賞
者
】

●
小
学
校
１
年
生
以
下
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

結
華

●
小
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

凛
華

●
小
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

理
晏

●
小
学
校
４
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

悠
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川　

雄
成

●
小
学
校
５
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

愛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

新
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

兼
心

●
小
学
校
６
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
口
龍
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

陽
史

●
中
学
校
１
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
居　

希
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本　

爽
夏

●
中
学
校
２
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
家　

爽
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

佑
衣

●
中
学
校
３
年
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
岡　

美
杏

●
高
校
生
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

志
穏

●
一
般
の
部
Ⅰ
（
50
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　
　

直
也

●
一
般
の
部
Ⅰ
（
50
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
田　

和
美

令和６年度集団健康診断　～従業員の健康が事業所の活力に！～
　宇和島商工会議所では、会員事業所における「健康経営」の普及促進に取り組むため、(公財)愛媛県総合保健協
会　南予支所の協力のもと、令和３年度より集団健康診断を実施している。全国健康保険協会の保険に加入してい
る35歳以上の方が対象となる協会けんぽ健診であれば2,000円、定期健康診断であれば3,000円を宇和島商工会議
所が負担し、自己負担額を抑え、より充実した内容の健康診断を受診することができる。４回目となる今回は、19
事業所75名の皆様に受診していただいた。健康診断は従業員や事業所の未来への大切な投資である。来年度も実施
を予定しているため、この機会にぜひ、自分自身や事業所全体の健康を見つめ直してほしい。

　★�来年度の実施に向けてアンケートのご協力をお願いいたします。
より良い集団健康診断を実現するために、皆様のご意見をお聞か
せください。(回答期限：1/31(金))

【Googleフォーム】https://forms.gle/GUPHRnU2iFgZYKRE8

　

臨
時
議
員
総
会
を
12
月
23
日
㈪
、
商
工
会

館
３
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
全
議
員
69
名
の

う
ち
65
名
が
出
席
し
た
（
委
任
状
を
含
む
）。

　

当
日
の
議
事
で
は
、
常
議
員
の
補
欠
選
任

と
令
和
６
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
書

（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

議
員
総
会
終
了
後
は
、「
激
動
の
国
際
情
勢

と
日
本
の
安
全
保
障
―
地
政
学
リ
ス
ク
へ
の

対
応
―
」
と
い
う
演
題
で
、
防
衛
省
防
衛
研

究
所
研
究
幹
事 

兵
頭
慎
治
氏
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
今
回
新
し
く
選
任
さ
れ
た
常
議
員

は
左
記
の
通
り
。

【
常
議
員
】

・
濱
田　

竜
也　

氏
（
宇
和
島
信
用
金
庫
）

・
山
口　

博
規　

氏
（
㈱
ヨ
ン
キ
ュ
ウ
）

・
渡
辺　
　

稔　

氏
（
㈱
愛
媛
銀
行
宇
和
島
支
店
）

令
和
６
年
度 

臨
時
議
員
総
会
を
開
催
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第
18
回
宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
杯
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
を
開
催

　

10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
第
18

回
宇
和
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
杯
中
学
校
軟
式
野
球
大
会
を
開
催
し

た
。
市
内
外
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
予
選
リ
ー
グ

及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
和
島
市
立
城
北
中
学
校
が

２
大
会
連
続
２
回
目
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

出
場
さ
れ
た
選
手
に
は
今
後
一
層
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

　

11
月
17
日
㈰
、
宇
和
島
き
さ
い
や
ロ
ー
ド
で
「
食
―
１
う
わ
じ
ま
の
鯛
食
べ

た
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
飲
食
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
参
加
し
、
宇
和
島
の
特
産

品
で
あ
る
「
鯛
」
を
使
っ
た
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
商
品

を
販
売
い
た
だ
い
た
。
一
部
の
店
舗
で
は
完
売
す
る
な

ど
、
鯛
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ま
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

バ
ン
ド
演
奏
、
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
や
、
輪
投
げ
や
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
出

店
も
あ
り
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

宇和島ＹＥＧメンバー募集中！宇和島ＹＥＧメンバー募集中！ （現在45名）

・会員事業所経営者・後継者・従業員
・年会費　30,000円

・年齢　満49歳以下
・他に必要なのはヤル気と根性（?）だけ！

詳しくは
担当事務局　伊井まで

ご連絡ください

食
―
１
う
わ
じ
ま
の
鯛
食
べ
た
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　10月21日㈪、宇和島商工
会議所青年部臨時会員総会
におきまして、宇和島商工
会議所青年部次年度会長予
定者に、下口翔平君（下口
鉄工㈱）が信任されました。

ＹＥＧニュース

202
5

202
5

202
5ＹＥＧ

ͩ
ΑΓ

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

●女性会だより● ＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

12
月
４
日
㈬
八
幡
浜
商
工
会
議
所

に
て
南
予
（
大
洲
・
八
幡
浜
・
宇
和
島
）

の
商
工
会
議
所
女
性
会
会
員
が
参
加

対
象
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
ラ
ン
ガ
イ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
エ
ー
ア
イ
の
西
村
千
理
氏
と
大
塚

秀
記
氏
を
講
師
と
し
て
、「
声
で
結
ぶ

心
と
体
・
人
と
人
」
を
テ
ー
マ
に
行

わ
れ
た
。

　

西
村
氏
は
、
保
育
士
、
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
経
験

を
活
か
し
、
八
幡
浜
の
教
室
で
の
指

導
に
加
え
、
地
元
高
校
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
外
部

講
師
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

　

研
修
会
で
は
、「
姿
勢
」・「
呼
吸
」・

「
表
情
筋
」・「
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
」
と
い
っ

た
発
声
練
習
や
滑
舌
矯
正
の
レ
ッ
ス

ン
に
よ
り
、
声
を
通
じ
て
心
と
体
、

そ
し
て
人
と
人
を
結
ぶ
方
法
を
学
ん

だ
ほ
か
、
歌
や
音
楽
を
通
じ
て
心
身

の
健
康
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
効
果
に
つ
い
て
も
体
験
し
た
。

　

研
修
会
の

最
後
に
は
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、
参
加
者
全

員
が
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
な

が
ら
声
で
つ
な

が
る
体
験
を
共

有
し
た
。

　

11
月
24
日

㈰
、
Ｊ
Ａ
創

業
祭
に
女
性

会
と
し
て
、

今
年
度
も

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
出

店
し
ま
し

た
。
今
年
も

会
員
一
同
の

協
力
で
集
め

た
日
用
品
、
雑
貨
、
衣
類
、
玩
具
な

ど
、
多
彩
な
商
品
が
並
び
、
た
く
さ

ん
の
来
場
者
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。
昨
年
以
上
に
賑
わ

い
を
見
せ
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

の
場
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。
今
後
も
女
性
会
の
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

発
展
に
努
め
て
い
く
。

南
予
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
創
業
祭
に
フ
リ
マ
出
店

商工会議所会員事業所の女性経営者・
従業員、または活動の趣旨に賛同し
ていただける宇和島市内在住の女性
であれば、年齢にかかわらず入会可
能です。
入会金なし・年会費 5,000円
詳しくは担当事務局
（TEL：22-5555）まで。

新規女性会会員募集中！
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　ＤＩ値で前年同期と比べた今期の状況を
業種別にみると、業況と売上は軒並みマイ
ナスの値となっており卸売業の業況だけが
０ポイントまで回復した。雇用は卸売業と
サービス業が大幅に悪化している。
　原材料価格や電気代の高騰、最低賃金
の引き上げによるコスト増が続く中、価格
転嫁の遅れなど長期的な経営課題が山積
している。また、可処分所得が減少傾向に
ある中、光熱費の補助金が10月で終了し、
家計の負担は一層増大。その結果、財布の
紐がさらに堅くなり、消費活動にも影響を
及ぼしている。

　ＤＩ値で今期と比べた来期の見通しを業
種別に見ると、業況および売上ともに厳し
い状況が続いている。しかし、サービス業
においては年始や年度末の需要拡大が期待
され、売上は好転の兆しを見せている。
　来期以降も厳しい状況が続くと予想され
るが、中小企業支援策や賃上げ促進による
消費拡大、観光振興が支えとなる。一方、
原材料費や光熱費の高止まりに対応するた
め、生産性向上が重要となる。 　ＤＩ値で前期比の推移を見ると、業況と売

上はマイナス幅を縮小したものの依然として
厳しい状況である。飲食業では、コロナ5類移
行後の回復が一服し、観光需要の伸び悩みや
物価高騰により採算が悪化している。運送業
では物流2024年問題の深刻化で長距離輸送事
業所の廃業懸念が広がる一方、地域内輸送強
化や短距離拠点の整備が急務となっている。
調査企業の半数が借入利息上昇に直面し、資
金繰りの厳しさも増している。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
（前年同期） ▲27

（0）
0

（▲25）
▲44

（▲22）
▲33

（▲33）
▲31

（13）

売上
（前年同期） ▲55

（0）
▲25

（▲25）
▲22

（▲22）
▲33

（▲50）
▲25
（0）

雇用
(前年同期) 0

（▲10）
▲25

（13）
11

（▲11）
0

（20）
▲25

（▲13）

小売 卸売 製造 建設 サービス

業況
▲36 0 ▲33 ▲17 0

売上
▲27 ▲13 0 ▲17 13

雇用
0 ▲38 0 0 ▲6

ＤＩ値とは
・�好転・増加と答えた企業割合から、それぞれ悪化・減少と答

えた企業割合を引いて算出。
　ＤＩ値＝（好転・増加）－（悪化・減少）
・�０（ゼロ）を基準として、プラス値で上向き傾向、マイナス

値で下向き傾向を示す。よって、売上高などの実数値の変化
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気観の相対的な
広がりを意味する。

※数値はＤＩ値（単位：ポイント）

業
種 業況 売上 雇用

全
　
業
　
種

今期の実績
［Ｒ６.10 ～ 12月］

（前年同期比の数字）
▲28

（▲8）
▲32

（▲14）
▲10

（▲4）

来期の見通し
［Ｒ７. １～３月］ ▲16 ▲6 ▲8

凡　例
特に好転 好転 まあまあ 悪化 特に悪化

ＤＩ値水準 ＞＝25 24～10 9～▲9 ▲10～▲24 ＜＝▲25

؅಺ܠ況ใ؅ࠂ಺ܠ況ใࠂ

(令和６年１２月市内５０企業のアンケート主体)

令和６年１０－１２月期
最低賃金上昇による人件費の増加と

価格転嫁へのハードルの高さ

⑴ 前年同期（令和５年１０～１２月）と比べた今期（令和６年１０～１２月）の状況

⑵ 今期（令和６年１０～１２月）と比べた来期（令和７年１～３月）の見通し

⑶ 経営上の問題（返答企業は上位３つまで回答可）

 １ 概　　況

 ２ 業態別動向

（１）需給の動向
　日銀の松山支店が公表している愛媛県金融経済概況（令和
６年12月公表）によると、愛媛県の景気は、一部に弱めの動
きがみられるものの、基調としては持ち直している。すなわ
ち、個人消費は、物価上昇の影響を受けつつも、緩やかに回
復している。住宅投資は、弱い動きとなっている。設備投資は、
増加している。公共投資は、高水準で推移している。こうし
た中、生産は、弱めの動きとなっている。雇用・所得環境を
みると、緩やかに持ち直している。
　本調査による宇和島市の業況をみると、全業種の対前年同
期比（令和５年10 ～ 12月）で、「売上」が増加したが14.0％、
減少が46.0％、「採算」が好転したが6.0％、悪化が38.0％とし
ており、どちらも厳しい状況にある。

　ＤＩ値で全業種の今期の実績を前年同期（令和５年10～ 12
月）と比較すると、業況売上ともにマイナス幅が増加し、どち
らも「特に悪化」となる25ポイントを超えた。雇用に関しても
6ポイント悪化した。
　設備投資について実施した事業所は、小売業27.3%、卸売業
37.5％、サービス業6.3％、製造業と建設業は実施なしとしてい
る。来期計画している事業所は卸売業25.0％、製造業22.2%、サー
ビス業31.3％、小売業と建設業は計画なしとしている。

（２）雇用情勢
　宇和島公共職業安定所における令和６年９月の新規求職者
数は、248人で前年同月の258人より10人（3.9％）減となった。
新規求人数は669人であり、前年同月716人より47人（6.6%）減
となっている。令和６年９月末現在の有効求職者数は1,251人
（内55才以上の高齢者500人）、有効求人数は1,835人であり、有
効求人倍率は1.47倍で、前年同月1.56倍より0.09ポイントの減と
なっている。売 上 採 算

不変
40.0%

減少
46.0%

好転
6.0%

不変
56.0%

悪化
38.0%

増加
14.0%

 ３ 売上と業況の前期比推移

売上不振
収益低下

仕入難
材料難

過当競争
人件費
負担

経費負担
（人件費以外）

人材不足 設備不足
資金繰り

難
需要の
停滞

その他

小売 21.2% 12.1% 18.2% 6.1% 9.1% 3.0% 9.1% 0.0% 12.1% 3.0%

卸売 8.3% 4.2% 4.2% 16.7% 4.2% 12.5% 4.2% 4.2% 20.8% 8.3%

製造 7.4% 25.9% 0.0% 18.5% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 7.4% 3.7%

建設 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0%

サービス 20.8% 20.8% 2.1% 14.6% 8.3% 14.6% 0.0% 2.1% 4.2% 0.0%

24
年
Ⅳ
期

24
年
Ⅲ
期

24
年
Ⅱ
期

24
年
Ⅰ
期

23
年
Ⅳ
期

23
年
Ⅲ
期

23
年
Ⅱ
期

23
年
Ⅰ
期

22
年
Ⅳ
期

22
年
Ⅲ
期

22
年
Ⅱ
期

22
年
Ⅰ
期

21
年
Ⅳ
期

21
年
Ⅲ
期

21
年
Ⅱ
期

21
年
Ⅰ
期

20
年
Ⅳ
期

20
年
Ⅲ
期

20
年
Ⅱ
期

20
年
Ⅰ
期

19
年
Ⅳ
期

19
年
Ⅲ
期

19
年
Ⅱ
期

19
年
Ⅰ
期

18
年
Ⅳ
期

18
年
Ⅲ
期

18
年
Ⅱ
期

18
年
Ⅰ
期

15.0
5.0
-5.0
-15.0
-25.0
-35.0
-45.0
-55.0
-65.0

ＤＩ値（前期比）の推移 売上
業況



9 企 業 と 地 域 を 結 ぶ 商 工 会 議 所

能
登
半
島
地
震

復
旧
・
復
興
相
談
窓
口
へ
の
応
援
派
遣

～
派
遣
経
営
指
導
員
　
荒
木
正
典
～

▲焼失した輪島朝市

▲９月豪雨による土砂災害 ▲隆起した歩道 ▲倒壊したビル（輪島塗  五島屋）

　

10
月
28
日
〜
11
月
１
日
ま
で
能
登
事
業
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
の
と
里
山
空
港
内
）
に
て
相
談
窓
口
応
援

業
務
を
行
っ
た
。

　

上
の
写
真
は
そ
の
時
の
輪
島
市
内
と
周
辺
の
状
況

で
あ
る
。
令
和
6
年
1
月
の
地
震
で
多
く
の
家
屋
が
倒

壊
、
輪
島
朝
市
は
火
事
に
よ
っ
て
消
失
す
る
な
ど
大

き
な
被
害
と
な
っ
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
、
豪
雨
に

よ
り
土
砂
災
害
が
起
こ
り
、
輪
島
市
内
の
仮
設
住
宅

に
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
。
輪
島
商
工
会
議
所
、
珠
洲

商
工
会
議
所
、
七
尾
商
工
会
議
所
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
お
り
、
事
業
者
相
談
等
の
業
務
の
対
応
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
補
助
金
等
の
事
業
者
支

援
の
た
め
、
現
地
へ
の
応
援
派
遣
に
参
加
し
た
。
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
職
員
、
商
工
会
議
所
・
商
工

会
の
経
営
指
導
員
、
専
門
家
が
滞
在
し
、
３
人
１
組

で
相
談
対
応
に
あ
た
っ
た
。

「
能
登
事
業
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
」

　

主
な
相
談
内
容
は
、
事
業
継
続
に
不
可
欠
な
施
設

又
は
設
備
の
復
旧
・
整
備
を
補
助
対
象
と
す
る
「
な

り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同

補
助
金
を
活
用
す
る
前
段
階
で
仮
設
施
設
等
の
経
費

を
補
助
す
る
早
期
事
業
再
開
の
た
め
の
「
営
業
再
開

支
援
補
助
金
」
の
相
談
も
あ
っ
た
。

　

相
談
者
は
、
複
数
回
相
談
に
来
て
い
る
方
も
い
れ

ば
、
初
め
て
の
方
も
お
り
、
説
明
す
る
内
容
も
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
た
た
め
、
補
助
金
申
請
ま
で
に
時
間

が
と
て
も
か
か
る
状
況
で
あ
っ
た
。　
　

　

相
談
者
か
ら
、
事
業
を
し
な
が
ら
出
張
個
別
相
談
会

の
会
場
や
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
事
業

者
も
い
る
た
め
、
訪
問
し
て
も
ら
わ
な
い
と
補
助
金
を

申
請
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

約
１
年
が
経
過
し
、
災
害
前
の
状
況
に
戻
ら
な
い
こ

と
へ
の
焦
り
や
、
支
援
者
が
毎
回
変
わ
る
こ
と
に
不
満

を
持
つ
事
業
所
が
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
相
談
者
は
相

談
後
、
不
安
が
解
消
さ
れ
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。

「
応
援
派
遣
で
の
気
づ
き
」

　

５
日
間
の
全
体
相
談
件
数
は
32
件
、
そ
の
う
ち
私

が
対
応
し
た
件
数
は
12
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、

「
後
継
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」、

「
後
継
者
が
い
な
い
か
ら
こ
の
ま
ま
続
け
る
べ
き
か
悩

ん
で
い
る
」
と
い
っ
た
事
業
所
が
あ
り
、
事
業
承
継

の
準
備
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
早
期
事
業
再
開
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る

と
感
じ
た
。

　

人
手
不
足
で
倒
壊
し
た
家
屋
の
撤
去
が
進
ま
ず
、
事

業
再
開
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
の
中
で

も
、
一
歩
一
歩
再
開
に
向
け
て
進
め
て
い
る
相
談
者

を
支
援
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
経
験
と
な
っ
た
。

　

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
周
辺
の
飲
食
店
は
少
し
ず
つ
再

開
し
て
お
り
、
地
元
事
業
者
の
事
業
再
開
の
ニ
ュ
ー

ス
は
活
気
を
取
り
戻
す
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

宇
和
島
市
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
大
き
な
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
準

備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
災
害

に
強
い
企
業
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
当
所
ま
で
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
最
後
に
」

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
所
の
早
期
事
業
再
開

に
向
け
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
被
災
地
の
地
域
経
済
の
再
生
に
は
長
い
時
間
が

か
か
る
た
め
、
今
後
も
応
援
職
員
の
派
遣
が
行
わ
れ

る
。
機
会
が
あ
れ
ば
再
度
、
相
談
窓
口
支
援
に
参
加

し
た
い
。
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販
路
開
拓
支
援

大
規
模
商
談
会
へ
出
展

　

10
月
16
日
〜
18
日
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
大
型
商
談
会
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｘ
関
西

２
０
２
４
の
当
所
ブ
ー
ス
へ
５
事
業
者

が
出
展
し
た
。
会
場
に
は
、
関
西
圏
を

中
心
に
飲
食
店
関
係
者
や
、
百
貨
店
・

ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
。
今
年

開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
に
よ
る

需
要
の
拡
大
を
見
据
え
て
積
極
的
な

商
談
が
行
わ
れ
、
出
展
者
は
、
求
め
ら

れ
る
商
品
や
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
提
案
に

対
し
熱
心
に
耳
を
傾
け
商
談
に
臨
ん

で
い
た
。

販
路
開
拓
勉
強
会
を
開
催

　

当
所
で
は
、
商
談
会
で
の
成
約
率

を
上
げ
る
た
め
、
商
談
会
出
展
前
後

に
、
出
展
事
業
者
を
対
象
に
勉
強
会

を
開
催
し
た
。

　

出
展
経
験
の
あ
る
事
業
者
に
対
し

て
は
、
過
去
の
経
験
や
実
績
を
確
認

し
な
が
ら
支
援
を
行
い
、
初
出
展
の

事
業
者
に
対
し
て
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
（
フ
ー

ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
シ
ー
ト
の
記
載
方
法
や
値
付

け
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
も
指
導
す
る
な
ど
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘
し

個
別
商
談
会
を
実
施

　

ま
た
、
今
年
度
は
商
談
会
へ
の
出

展
と
併
せ
て
、
首
都
圏
の
バ
イ
ヤ
ー

を
招
聘
し
、
個
別
商
談
会
や
商
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
売
り
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
具

体
的
な
取
り
引
き
に
つ
い
て
も
継
続

的
に
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

継
続
し
た
支
援
を
実
施

　

当
所
で
は
、
宇
和
島
市
と
も
連
携

し
首
都
圏
や
関
西
、
九
州
の
大
型
商

談
会
の
ほ
か
、
販
売
会
へ
の
出
店
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
昨
年
10
月

12
日
〜
14
日
に
開
催
さ
れ
た
せ
と
う

ち
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
４
（
与
島
Ｐ
Ａ
に

て
開
催
）
へ
の
出
店
支
援
を
行
っ
た
。

出
店
者
か
ら
は
「
非
常
に
い
い
経
験
と

な
っ
た
。
消
費
者
の
声
が
直
接
聞
け
て

良
か
っ
た
」
と
の
声
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
、
出
展
支
援

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
域
外
へ
の
販
路

拡
大
を
目
指
す
小
規
模
事
業
者
を
募

集
し
て
い
る
た
め
、
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
。

▲�出展者は試食の提供などを交え自社
商品をPR。多くの商談が行われた。

▲�FABEX関西2024。会場には三日間
で約３万人のバイヤーなど飲食関
係者が訪れた。

▲�出展に向けての勉強会。Instagramを
活用したアプローチ方法について学
んだ。

関西圏の需要拡大を目指して！

【FABEX関西2024】へ５社が出展

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

● 

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す

● 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約

８
万
五
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

● 

授
業
に
は
3
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
BS

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、

ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り

ま
す
。

● 

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
300
以
上
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

● 

１
科
目
の
授
業
料
は
６
千
円
（
入
学
金
は

別
）。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

● 

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
学
習
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

の
開
講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

●
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

 

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９
―
９
２
３
―
８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。

● 

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月
28
日
ま
で
、

第
２
回
は
３
月
11
日
ま
で
。
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ー
令
和
６
年
度 

第
2
回
ー

南
予
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所

正
副
会
頭
会
開
催

～
宇
和
島
に
て
開
催
～

労
働
条
件
通
知
書
、年
収
の
壁
…

い
ま
押
さ
え
た
い
労
務
の
重
要

ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議

　

11
月
19
日
㈫
、
パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま
多
目

的
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
２
回
南
予

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
正
副
会
頭
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
主
管
の
当
所
有
間
義
恒
会
頭

の
開
会
挨
拶
後
、
宇
和
島
伊
達
家
13
代
当
主

　

伊
達
宗
信
氏
よ
り
、「
伊
達
文
化
継
承
と

ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
話
を
聴
講
し
た
。

は
じ
め
に
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー 

松
平
定

知
氏
が
語
る
「
か
つ
て
南
海
に
伊
達
が
あ
り
、

今
日
本
に
宇
和
島
あ
り
」
と
い
う
動
画
を
視

聴
し
た
後
、
400
年
以
上
続
く
伊
達
家
の
歴
史

や
、
現
当
主
と
し
て
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
説
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
各
会
議
所
よ
り
地
域
の
状
況
や

事
業
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
当
所
か
ら
は
会
員

数
動
向
、
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
の
他
、
創
立

110
周
年
記
念
古
田
敦
也
氏
講
演
会
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ

事
業
な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。
会
議
終
了
後
、

場
所
を
か
ど
や
本
店
に
移
し
、
出
席
者
一
同

で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
を
深
め
る

と
共
に
、
南
予
地
域
の
結
束
力
も
大
い
に
高

め
、
次
回
開
催
地
、
大
洲
商
工
会
議
所　

城

戸
猪
喜
夫
会
頭
の
中
締
め
に
て
終
了
し
た
。

　

11
月
28
日
㈭
、
企
業
の
あ
り
方
や
従
業
員

の
働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
、
労
務
で
注
意

す
る
べ
き
点
を
学
ぶ
「
い
ま
押
さ
え
た
い
労
務

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
労
務
関
連
の
法
改
正

や
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
年
収
の
壁
」
に
関

す
る
解
説
、
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

の
申
請
時
に
お
け
る
留
意
点
な
ど
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の

改
正
や
雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
拡
大
と
い
っ

た
、
今
後
も
進
む
法
改
正
を
踏
ま
え
、
従
業

員
と
定
期
的
な
面
談
に
よ
る
状
況
把
握
と
適

切
な
対
応
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
法
改
正
の
理
解
が
深
ま
っ

た
、
経
営
へ
の
活
用
や
職
場
環
境
改
善
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

11
月
26
日
㈫
当
所
に
て
令
和
６
年
度
第
２

回
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
の
会
議
が
各
団
体
の
代
表
者
、
商

工
会
議
所
の
正
副
会
頭
と
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
愛
媛
県
、
宇
和
島
市
の
担
当
者
を
交
え

て
宇
和
島
圏
域
に
お
け
る
各
業
種
の
業
況
や

課
題
、
ま
た
官
公
庁
へ
の
要
望
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
は
西
本
能

尚
宇
和
島
市
副
市
長
を
講
師
に
「
宇
和
島
市

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
」
と
い
う

内
容
の
講
話
も
実
施
し
た
。

　

各
業
界
の
業
況
や
課
題
が
述
べ
ら
れ
、「
商

品
や
材
料
の
不
足
や
高
騰
」、「
人
手
不
足
」、

「
最
低
賃
金
上
昇
の
影
響
」
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
来
年
度
も
２
回
開

催
を
予
定
し
て
お
り
第
１
回
は
５
月
頃
開
催

予
定
。

▲会員増強の取り組みや事業承継の
　現状についてなど、予定時間を超
　え意見が交わされた。

▲長崎くんち龍踊とのコラボレーション。
会場は大いに盛り上がった。　　

　

11
月
３
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
、
大
阪
を
代

表
す
る
大
通
り
・
御
堂
筋
を
舞
台
に
行
わ
れ

る
「
御
堂
筋
ラ
ン
ウ
ェ
イ
２
０
２
４
」
に
う

わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
か
ら
牛
鬼
３
体
が
出
演

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
御
堂
筋
の
約
２
㎞
を

ラ
ン
ウ
ェ
イ
と
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ

れ
る
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
日
本

各
地
の
祭
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
祭

ラ
ン
ウ
ェ
イ
」
に
牛
鬼
が
出
演
。
長
崎
く
ん

ち
の
龍じ

ゃ
お
ど
り踊
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な

ど
、
約
70
万
人
の
来
場
者
の
前
で
勇
壮
な
練

り
を
披
露
し
た
。

御
堂
筋
ラ
ン
ウ
ェ
イ
２
０
２
４
に

牛
鬼
が
登
場
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「中小企業省力化投資補助金」
中小企業の人手不足解消に効果のある「省力化製品」を導入するための補助金

● 対象製品のリスト（カタログ）に登録された省力化製品から、
自社の課題に合わせて製品を選択できます！

● 「販売事業者」が製品の導入を支援！ 申請・手続もサポートします。
● 補助率は1/2！ 補助上限額は従業員数ごとに異なります。

● 補助率と補助上限額

5名以下
6～20名
21名以上

補助上限額従業員数

200万円
500万円

1,000万円

300万円に引き上げ
750万円に引き上げ

1,500万円に引き上げ

※1. 公募要領「４－1． 補助対象事業の要件」を参照。 
※2. 公募要領「４－２． 補助対象事業者の要件」を参照。

※一部の省力化製品については、置き換えであっても交付申請可能です。

補助事業実施期間に一定以上の
賃上げを達成した場合

人手不足の中小企業などが、省力化製品を対象製品の
リスト（カタログ）から選んで導入し、販売事業者と共同で
「労働生産性 年平均成長率3％向上」を目指す事業計
画※1に取り組むものを対象とします。
申請時に全ての従業員の賃金が最低賃金を超えていること、補助
金の重複に該当しないことなどの要件※2を満たす必要があります。ま
た、補助金の交付が決定された場合でも事業実績報告の審査に
よって補助額の減額となる場合があります。

1 2

補助率

● 補助対象となる事業 ● 補助対象製品のカテゴリ

※補助上限額を引き上げたが事業終了までに賃上げ
未達の場合は、補助額の減額となります。※各申請における補助額の合計が補助上限額に達するまでは、複数回の応募・交付申請が可能です。

補助上限額の引き上げを適
用する場合、事業終了時に
①給与支給総額+6%以上
かつ、②事業場内最低賃金
+45円以上とする計画を策定
し申請する必要があります。

清掃ロボット
配膳ロボット
自動倉庫
検品・仕分システム
無人搬送車（AGV・AMR）
スチームコンベクションオーブン
券売機
自動チェックイン機
自動精算機
タブレット型給油許可システム
オートラベラー
飲料補充ロボット
デジタル紙面色校正装置

測量機
丁合機
印刷用紙高積装置
印刷用インキ自動計量装置
段ボール製箱機
近赤外線センサ式
プラスチック材質選別機
デジタル加飾機
印刷紙面検査装置
鋳物用自動バリ取り装置
自動調色システム 
蛍光X線膜厚測定器
自動裁断機　など

どんどん拡大中！      

本補助金の詳細や対象製品のリスト（カタログ）、公募要領などはこちらから
中小企業省力化投資補助事業ホームページ　https://shoryokuka.smrj.go.jp/

決算説明会開催のお知らせ
　個人事業主の皆様を対象に「決算説明会」を開催する。確定申告に関
する重要なポイントや手続きの流れ、定額減税などについて松山税務署
より講師を招き詳しく解説する。この機会に正しい申告方法を確認し、
スムーズに申告を進めるための参考にしていただきたい。

【日　時】令和７年１月22日(水)　13時30分～15時
【場　所】宇和島商工会館3階ホール
（1月20日(月)申込締切）

上記QRコードもしくは
☎22-5555にて
お申し込みください
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11月よりフリーランスを守る新しい法律が始まりました！
　2024年11月１日から、「フリーランス・事業者間取引適正化等法」が施行されました。この法律は、フリー
ランスが安心して仕事できるようにするためのルールです。

誰がこの法律の対象？
　・フリーランス：従業員を雇わず、個人で仕事をしている人。
　　　　　　　　　従業員を雇わず、かつ、一の代表者以外に他の役員がない法人。
　・発注事業者：フリーランスに仕事を依頼する企業や事業者。

この法律で何が変わるの？
　　１．契約内容をしっかり明確に
　　　　お仕事の内容、報酬の金額、支払い日などを、書面やメールで明確にしなければなりません。
　　　　　⃝　例：いつ納品するか、いくらもらえるかを最初に約束します。
　　２．報酬の支払いルールが強化
　　　　報酬は、業務が完了してから60日以内に支払う必要があります。
　　３．不公平な扱いを禁止
　　　　フリーランスに不利になる以下の行為は禁止されています。
　　　　　⃝　報酬を勝手に減らす
　　　　　⃝　返品を押し付ける
　　　　　⃝　不要な商品を買わせる
　　４．ハラスメント対策も強化
　　　　フリーランスに対するハラスメント行為への対策が義務化されました。
　　　　※発注事業者が満たす要件に応じてフリーランスに対しての義務の内容が異なります。

詳細はHPをご確認ください。
　�この記事では、フリーランス新法のポイントをわかりやすくまとめていますが、詳細や
具体的な規定については、ぜひ厚生労働省のHPをご覧ください。正確な情報を確認す
ることで、誤解やトラブルを防ぐことができます。 【フリーランス新法のQRコード】

中心市街地活性化へのきっかけづくり
「宇和島魅力発見ツアー」を開催

商
店
街
周
辺
の
魅
力
を
再
発
見

　

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
ヒ
ン

ト
を
探
ろ
う
と
、
11
月
18
日
㈪
に
、
宇

和
島
市
や
市
民
ラ
イ
タ
ー
、
外
部
機
関

な
ど
と
合
同
で
「
き
さ
い
や
サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
４
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
目
的
は
、
商
店
街
周
辺
の
魅

力
を
再
確
認
し
、
今
後
の
中
心
市
街
地

活
性
化
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
。

　

参
加
者
は
、
商
店
街
周
辺
を
散
策
し

魅
力
を
写
真
に
収
め
、
地
元
商
店
主
へ

今
ま
で
の
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
、

想
い
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て

商
店
街
周
辺
の
魅
力
や
今
後
の
取
り
組

み
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　

ま
た
、
12
月
17
日
㈫
に
は
第
２
回
目

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。
各
グ
ル
ー

プ
の
意
見
を
集
約
し
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。

地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
へ

　

今
後
は
、
月
に
１
回
程
度
協
議
を
重

ね
、
専
門
家
や
外
部
か
ら
の
視
点
、
地

元
商
店
主
や
学
生
な
ど
を
巻
き
込
み
な

が
ら
協
議
を
重
ね
、
商
工
会
議
所
と
し

て
の
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
く
。

▲地元商店主へ街頭でのインタビュー。
　それぞれの想いを伺った。

▲商店街周辺を散策し、地域の魅力を
　再確認。

▲グループごとにワークショップ後、
　それぞれの意見を共有した。
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バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
効
率
化
シ
ス
テ
ム

『
ジ
ョ
ブ
カ
ン
』
シ
リ
ー
ズ

デ
ジ
タ
ル
化
ハ
ー
ド
ル
意
外
と
低
い

「
触
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
」

宇
和
島
商
工
会
議
所
会
員
特
別
価
格

※
た
だ
し
、
新
規
契
約
に
限
る

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
の
で

制
度
変
更
、
法
改
正
に
随
時
対
応

　

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
（
＝
総
務
・
経
理
・

財
務
・
人
事
・
労
務
等
）
を
デ
ジ
タ
ル
化
・

シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
で
人
手
が
掛
か

ら
な
い
よ
う
作
業
軽
減
し
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
無
く
す
こ
と
は
、
人
手
不
足
の
時

代
に
と
っ
て
有
効
で
す
。

・
様
々
な
業
種
で
導
入
急
増

　

ジ
ョ
ブ
カ
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋

い
で
利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

す
。「
導
入
コ
ス
ト
・
運
用
コ
ス
ト
が
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
」「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
要
」「
ス

マ
ホ
で
も
使
え
て
情
報
共
有
も
簡
単
」「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
常
に
供
給
側
で
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
さ
れ
る
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
導
入
企
業
は
年
々
増
加
中
で
す
。
民
間

企
業
だ
け
で
な
く
官
公
庁
・
学
校
・
個
人

事
業
主
等
あ
ら
ゆ
る
業
種
や
規
模
の
組
織

で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

今
ま
で
紙
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
打
刻
し
て

い
た
も
の
を
、
デ
ジ
タ
ル
の
タ
イ
ム
カ
ー

ド
で
機
械
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
、
勤
怠

を
デ
ー
タ
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
給
与

計
算
・
年
末
調
整
が
楽
に
行
え
ま
す
。

　

電
子
申
請
の
義
務
化
、
例
外
的
な
保
険

ジョブカンシリーズ 概　　　　要
ジョブカン 勤怠管理 勤怠・シフト・有休管理・工数管理効率化
ジョブカン 給与計算 豊富な機能で給与計算や書類自動化
ジョブカン 労務HR 複雑な労務関係書類自動作成
ジョブカン ワークフロー 申請から承認までペーパーレスとスピードアップ
ジョブカン 経費精算 経費精算業務の手作業無くす。電子帳簿保存法対応
ジョブカン 採用管理 求人媒体と連携もして応募獲得から採用まで一元管理
ジョブカン 見積／／請求書 見積から請求業務まで効率化し自動化。インボイス対応
ジョブカン 会計 同時使用可能。決算書作成可能。法改正にも対応。

「丸一日かかっていた作業が一時間に！」 ジョブカン　導入事例 検索

料
率
変
更
な
ど
頻
繁
に
法
改
正
は
今
後
も

起
こ
り
得
ま
す
。
２
０
２
３
年
10
月
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
、
２
０
２
４
年
１
月
電
子
帳

簿
保
存
法
、２
０
２
４
年
６
月
定
額
減
税
、

今
後
の
５
０
名
未
満
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
義
務
化
等
の
制
度
改
正
に
ジ
ョ
ブ
カ
ン

は
随
時
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
ジ
ョ
ブ
カ

ン
利
用
者
は
法
改
正
に
安
心
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
使
い
こ
な
せ
る
自
信
が
な
い
」
と
い

う
人
の
為
に
無
料
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ラ
ン
も

準
備
し
、
操
作
の
簡
単
さ
と
確
認
し
て
か

ら
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

３
年
前
四
国
内
高
知
県
に
事
務
所
開
設
。

各
地
の
商
工
会
議
所
と
提
携
し
会
員
特
別

価
格
で
、
ジ
ョ
ブ
カ
ン
を
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
展
開
を
始
め
ま
し
た
。
四
国
企

業
の
仕
事
効
率
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
都
心
部
に
行
く
の
で
は
な
く
同
じ
県

内
で
転
職
す
る
と
き
に
、
前
職
で
も
転
職

先
で
も
ジ
ョ
ブ
カ
ン
を
利
用
し
て
い
れ
ば

『
ジ
ョ
ブ
カ
ン
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
』
と

即
戦
力
に
な
れ
る
し
、
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
ジ
ョ
ブ
カ
ン
担
当
者
。

特
別
価
格
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

宇
和
島
商
工
会
議
所　

担
当
原
井
川
ま
で

　
　
　

 

☎
０
８
９
５
―
２
２
―
５
５
５
５

宇和島商工会議所のデジタル化支援
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新 入 会 員 ご 紹 介
事業所名 所　在　地 部　　会 営業内容

パール手芸店 恵美須町2-2-4 小 売 商 業 手芸用品販売
㈱アプローチ 佐伯町1-1-13 金 融 ･ 専 門 訪問看護
らぐまんらーめん 栄町港2-5-6 観光・サービス 飲食店

事業所名 所　在　地 営業内容
大嘉田電工 津島町増穂丙763 電気工事
坂本建設 津島町高田乙220-1 大　工
長谷農園 吉田町知永4-791-2 柑橘類栽培
ねこのててこ 三間町黒井地1642 便利屋

（令和６年10月18日～令和７年１月９日）※部会別、五十音順

【特別会員】

貸付制度の利率状況（12/31現在）
日本政策金融公庫
〇普通貸付（担保不要：基準金利）　2.50～3.60％

〇普通貸付（担保提供：基準金利）　1.50～3.20％

〇経営改善融資（マルケイ）　  1.65%（補助あり）

民間金融機関による信用保証付融資
〈愛媛県制度〉
〇経営安定資金（一般）　　　　　　2.15%（保証料補助あり）
〇小口零細企業資金　　　1.65 又は 0.65%（保証料補助あり）
〇新事業創出支援資金　　1.50 又は 1.30%（保証料補助あり）
〇緊急経済対策特別支援資金　1.50 又は 1.65%（保証料補助あり）

〈宇和島市制度〉
〇中小企業振興資金　　　　1.60%（保証料補助あり）
〇中小企業設備近代化資金　1.60%（保証料補助あり）

愛媛県火災共済協同組合

『災害』により休業を余儀なくされた時の備えは十分ですか？

お問合せ・お申込は、宇和島商工会議所へ

地震 津波 火災
水災

風災

「休業対応応援共済」
が事業再開を応援します。

県共済

˟�������1�দࢢࢁҰ൪ொ࢛ஸ໨̍൪̎
ి࿩ʢ���ʣ��5�1313ɹ'"9ʢ���ʣ�32��6�2

宇和島金融協会
伊 予 銀 行
四 国 銀 行
愛 媛 銀 行
香 川 銀 行

高 知 銀 行
宇和島信用金庫
Ｊ Ａ え ひ め 南EHIME

SOUTH
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宇
和

島
商

工
会

議
所

会
報

  №
239

令
和
７
年
１
月
10 日
発
行

発
行
所

印
刷
所

宇
和
島
商
工
会
議
所

佐
川
印
刷
㈱
宇
和
島
市
丸
之
内
1－
3－
24

宇
和
島
市
弁
天
町
1丁
目
1－
13
T
EL（
0895 ）22 －

5555
T
EL（
0895 ）20 －

1100
FA
X（
0895 ）24 －

6655
FA
X（
0895 ）52 －

0096
本
誌
購
読
料
は
会
費
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

定
価

200
円

炭
火
焼
鳥　

ご
え
ん

店
長　

大
西　

庸
平

丸
之
内
１
―
１
―
32

☎
65
―
９
９
８
８

南
豫
通
運
㈱

代
表
取
締
役　

兵
藤　

康
太
郎

築
地
町
１
︱
６
︱
21

☎
23
︱
０
０
３
０

　

２
０
２
３
年

４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
炭
火

焼
鳥　

ご
え

ん
」
。
店
の
名

前
に
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
ご

縁
に
恵
ま
れ
開
業
に
至
り
、
こ
れ
か
ら
も

良
い
ご
縁
が
続
く
よ
う
に
、
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
し
て
ま

だ
間
も
な
い
が
、
宇
和
島
市
内
か
ら
の
み

な
ら
ず
、
県
内
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
絶

え
な
い
。

　

店
長
の
大
西
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
12
年

間
農
協
職
員
と
し
て
融
資
や
保
険
の
営
業

に
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
今
の
接
客
に

お
い
て
も
活
か
さ
れ
て
お
り
、
カ
ウ
ン

タ
ー
越
し
に
店
長
や
従
業
員
と
会
話
を
楽

し
む
お
客
さ
ん
の
姿
を
よ
く
目
に
す
る
。

　

こ
こ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
お
肉
は
南
予

地
方
で
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
育
て
ら
れ

た
、
み
ず
み
ず
し
く
臭
み
の
な
い
あ
っ
さ

り
と
し
た
美
味
し
さ
が
特
徴
の
「
浜
千

鶏
」
。
新
鮮
さ
を
大
事
に
し
て
い
る
た

め
、
宇
和
に
あ
る
工
場
よ
り
店
長
が
直
接

仕
入
れ
て
お
り
、
毎
日
昼
間
か
ら
一
本
一

本
丁
寧
に
串
打
ち
を
し
て
い
る
。
焼
き
お

に
ぎ
り
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た

り
、
つ
く
ね
に
は
せ
せ
り
の
ミ
ン
チ
を
使

ス
テ
キ
な
ご
え
ん
を

　
　
　
　
　（
縁
）

お
客
様
の
大
切
な
思
い
を
運
び
続
け
る

用
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
に
こ
だ
わ

り
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

今
の
季
節
の
お
す
す
め
は
牛
タ
ン
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
。
１
ミ
リ
の
薄
さ
に
ス
ラ
イ
ス

さ
れ
た
牛
タ
ン
を
店
長
こ
だ
わ
り
の
特
製

出
汁
に
く
ぐ
ら
せ
、
水
菜
な
ど
の
野
菜
と

一
緒
に
２
種
類
の
タ
レ
で
頂
く
。
飲
み
放

題
付
き
（
90
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）
の

５
０
０
０
円
コ
ー
ス
の
１
品
だ
が
、
要
望

に
応
じ
て
単
品
で
も
注
文
可
能
だ
そ
う
。

（
要
事
前
予
約
）

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
「
今
の
お
店

の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
常
連
さ

ん
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
。
社
会
の
様
々

な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
」
と

店
長
は
言
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
新
年
会
や
歓
送
迎

会
な
ど
で
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。
き
っ
と
素
敵
な
「
ご
え
ん
」
に

巡
り
合
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

【
営
業
時
間
】　
17
：
30
〜
24
：
00

【
定
休
日
】　
日
曜
日

（
取
材
：
Ｙ
・
Ｓ
）

に
評
価
・
認
定
し
、

公
表
す
る
「
安
全

性
優
良
事
業
所
」

認
定
制
度
の
認
定

を
受
け
て
い
る
。
倉

庫
事
業
で
は
、
ス

ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
主
に
魚
用
飼

料
を
保
管
し
、
日
々

の
入
出
庫
・
在
庫
管
理
ま
で
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
。
飼
料
配
送
で
は
、
メ
ー
カ
ー
の

養
牛
基
地
と
し
て
養
牛
飼
料
専
属
車
を
配

置
し
、
南
予
地
域
を
中
心
に
配
達
需
要
に

応
じ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
現
代
に

お
い
て
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
も
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
物
流
。
そ

の
物
流
の
一
角
を
担
う
事
業
者
が
直
面
し

て
い
る
「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
業
務
効
率
化
や
労

働
環
境
改
善
を
進
め
、
持
続
可
能
な
物
流

体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
豊
富
な
経
験
と

長
年
の
実
績
を
も
と

に
、
お
客
様
の
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
日
々
精

進
し
て
い
く
と
い
う

同
社
に
今
後
も
注
目

し
て
い
き
た
い
。

（
取
材
：
Ｋ
・
Ｍ
）

　

街
を
行
き
交
う

多
種
多
様
な
車
た

ち
。
中
で
も
一
際
目

を
引
く
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
ボ
デ
ィ

カ
ラ
ー
。
そ
れ
は
お

客
様
の
大
切
な
思
い

を
運
び
続
け
る
南
豫

通
運
㈱
の
ト
ラ
ッ
ク

で
あ
る
。

　

１
９
４
２
年
に
創
業
し
、
運
送
事
業
・

倉
庫
事
業
・
飼
料
配
送
を
手
掛
け
る
南
豫

通
運
㈱
。
80
余
年
の
間
、
鉄
道
輸
送
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
と
手
段
は
変
わ
っ
て
も
、

南
予
の
農
産
物
輸
送
を
支
え
て
き
た
。

　

運
送
事
業
で
は
、
一
度
に
多
く
の
荷
物

を
運
搬
す
る
際
の
効
率
性
や
安
全
性
に
優

れ
、
出
荷
場
所
か
ら
配
達
先
ま
で
ダ
イ
レ

ク
ト
に
移
動
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
輸
送
と
急

ぎ
の
荷
物
の
配
達
や
臨
時
の
荷
物
を
運
搬

す
る
ス
ポ
ッ
ト
輸
送
の
両
方
に
対
応
で
き

る
よ
う
大
型
車
を
用
意
し
、
四
国
管
内
・

本
州
か
ら
九
州
ま
で
、
安
全
・
迅
速
に
輸

送
す
る
。
２
０
０
７
年
に
は
、
（
公
社
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
機
関
と
な

り
、
利
用
者
が
よ
り
安
全
性
の
高
い
事
業

者
を
選
び
や
す
く
す
る
た
め
の
環
境
整
備

を
図
る
た
め
、
事
業
者
の
安
全
性
を
正
当

－ どがいなですか…会員さん －

◀店舗の詳細はQRコードから

議　員
事業所

▲店長自慢の焼き鳥


